第２４回佐賀県百人一首大会
	試合進行とルール（小学生の部①五色百人一首コース ）



  競　技
	１　試合は，全て個人戦で行う。　
２  低・中・高学年別で行う。
３　試合は，青・赤・黄の色別で行う。３色のうち１色にエントリーする。※３色で実施
　　１・２年生は青または赤にエントリーする。
４　対戦は１対１で，予選リーグを行い，上位者で決勝トーナメントを行う。
５　各色の優勝者及び３位までの児童を表彰の対象者とする。


  試合進行とルール
  ①　２０枚の札をシャッフルし，各個人の前に１０枚ずつ並べる。
　　　札の間隔は，縦横２㎝ほど，敵陣と自陣の間は５㎝ほど空ける。
　②　並べ終えたら，札の位置を覚える時間（３０秒）をとる。　
　③　審判から，試合合図「今から試合を始めます。」の号令とともに，お互いに「よろしくお願いします。」といい，礼をして挨拶を交わす。
　④　試合開始の合図「読み始めます。」の号令で，手は自分の膝かその近くの床の上に置き，札　　　　には絶対触れない。
　⑤　序歌・空札はなく，読み手は上の句を１回，下の句を２回読む。
　⑥　次の札（上の句）が読まれ始めたら，前の札を取ることはできない。
　⑦　同時に，札に触れた時には，審判の指示に従う。
　　　※手が上下になった時は，下にある者の勝ち。
　　　※両者の手が同時に触れ，判断に迷う時は審判預かりとし，ジャンケンで決める。
　⑧　読み手は，１７枚を読む。
　⑨　勝負は，自分が取った札の枚数の多さで決まる。すべて一試合で行う。
　⑩　審判から，「これで試合を終わります。お互いに礼。」の合図で，お互いに「ありがとうございました。」といい，礼をして挨拶を交わし，試合を終える。
　なお，お手つきについては，以下の要項に定めるものとする。
	　お手つきをしたら，自分の持っている札の中から１枚を出さなければならない。


　①　自分の前の10枚でも,相手の前の10枚でも，どこの札であっても同じようにお手つきとする。
　②　読まれた札と違った札に触れた時には，既に自分が取っている札の中から１枚を出す。札を持っていない場合は出さなくてよい。
　③　一度お手つきをしたら，２枚目に手を出すことは出来ない。
　④　出された札は，次の札を取った人が１枚だけもらえる。
　⑤  ２枚以上出されている場合には，その次の札を取った人が１枚もらえることになる。
　第２４回佐賀県百人一首大会 （中・高校生の部）
②源平戦コース（鏡方式） 
○競技のルール
	１．２人対２人の団体戦で行う。
          ＊ ２人編成でない場合（１名の場合）でも出場可とする。
　　　　　　　但しその場合、個人の表彰対象にはならない。
２．１００枚の札を５０枚ずつそれぞれの陣に並べ、
    ６１枚詠まれる中で、取り札総数が多いチームの勝ちとする。
          ＊ 同数の場合は、引き分け。



○順位決定の方法 
	 １．２回の団体戦の勝率で決める。 ２勝＞１勝１分＞２引分＞１敗１引分＞２敗。
※同率の時は、取札総数の多い方が勝ち。
※取札総数も同じ場合は、同順位。
２．【参加チームが奇数で、２回競技を行えないチームが出る場合】
     取札数の合計のみで順位を競う。１回しか競技を行わないチームは、取札数を２倍する
  ３．個人戦は団体戦の勝敗に関係なく、２回の競技での取札数合計で競う。



○競技上の注意点         
１．チームの２人は、参加申込書に書いた順番に奥から座る。    
２．源平合戦との違い。   
    ア）相手陣の札を取っても、自分の陣から札を送らない。      
    イ）自陣・相手陣に関係なく、お手つきが成立する。お手つきをした者は、１回ごとに１枚　　　　マイナスになる。         
３．序歌（100首にない歌）が読まれた後の２首目から競技が開始され、１首は序歌を含め、上の　　　句を１回、下の句を２回詠まれる。      
    ５１枚読まれた時点で、読み手が残りが１０枚であることを告げる。     
４．次の札が読まれたら、前の札を取ることはできない。
５．取った札は個人で保管しチームで混ぜない。お手つきのペナルティーも個人ごとに処理する。
６．札の取得は審判の指示に従う。同時に札に触れ審判も判断出来ない時は、審判が札を預かり、　　　試合終了後ジャンケンで決める。
７．競技中は、手を自分の体か畳に着けておき、出来るだけ正座で行う。                
    取り札を乱したら、見苦しくないように整える。
★できるだけ引率の先生をつけてください。審判をお願いすることがあります。
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②源平コースについて
                                        各チーム２名
   説明は前ページ
③競技かるたコース
     ルールは全日本かるた協会の競技規則細則によります
詳しくは協会のホームページ【ｗｗｗ．ｋａｒｕｔａ．ｏｒ．ｊｐ】をご覧ください。
（１）競技かるたは１対１で行います
（２）裏返しした百枚の取り札をよく混ぜ、それぞれ２５枚ずつとります。表を向けた取り札を自　　　　分の方に向け、３段に並べ１５分間で取り札の位置を暗記します。読み札は百枚ありますが、　　　　取り札は５０枚です。後の５０枚は空札と言います。空札も読み上げます。
（３）百人一首にない歌（序歌）が最初に読み上げられます。
（４）続いて読み札の上の句だけが読み上げられます。少し間を置いて下の句が読み上げられます。
（５）自陣の札が先になくなった方が勝ちです。
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                                                      自分 

	 ＊２５枚ずつ３段に並べる
 ＊各段には最多で１６枚
 　並べることができる

	               自陣
５０枚ずつ
３段に並べる
           (自分が並べた範囲）

          　　　敵陣 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　                        相手 
◇小学生・中学生・高校生が参加できます。
◇なお、競技かるたは経験者でなくては、無理なため、唐津市鏡公民館で日曜日１時から開催されている「競技かるた教室」で練習するか、佐賀市の競技かるた教室等で練習してください。
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